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直管部共通寸法

D
RDd

Ｄ
Ｒ

H
R

ES

P

Ｄ
Ｓ

Ｄ

t
ｄ

許容差

＋1.2

450 461.8

400

350

411.0

360.2

   03.5±1.4

3.1

3.3±1.3

±1.1

＋1.4

   0

最小許容差基準寸法

200 207.7

250

300

258.5

309.7

150 157.5

2.4±0.7

2.7

3.0

±0.9

±1.0

   0

2.4±0.6

＋0.8

シール部外径　ＤＳ

呼び径

厚　さ　ｔ

357.4

407.6

457.838.1 ±1.1

38.1

38.1

±1.1

±1.1

502.0 22.1

448.4

400.6

20.4

21.6 12.030

17.360

13.860

6.8 450

5.8

5.9

400

350

外径Ｄ許容差基準寸法

205.5

155.5

256.1

307.1

±0.825.4

30.5

38.1

±0.9

±1.1

19.1 ±0.6

11.6228.8

286.2

343.6

15.0

18.2

171.0

ＤＲ

7.7

ＨＲ

リブ間隔　Ｐ

リブ外径

標　　準　　値

リブ高さ

3.000

質量（ｋｇ）

4.350

6.380

9.020

2003.6

4.4

5.4

250

300

3.1

ＥＳ

150

ｄ

１ｍ当りのリブ幅

参　　考

（単位：ｍｍ）

近似内径

注）１．外径及びリブ外径は、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の外径測定値及びリブ外径測定値の平均値をいう。

２．表中１ｍ当りの質量は、密度1.43g／cm  で測定したものである。

３．リブ根元部分の詳細形状については、規定しない。
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＜参考図-1＞
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（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１３）

規格図（２）

標線 ゴム輪

D
R

LO

L

d1

D

t
ｄ

（単位：ｍｍ） （単位：ｍｍ）

接合長さ受口長さ受口内径リブ外径 平行部長さ

77.8

77.8

77.8

77.8

69.2

61.9

61.3

（最小）

ｅ

170

170

170

170

140

115

100

（標準値）

Ｌ

135

135

135

135

115

100

90

（最小）

Ｌo

受口部

504.0

450.2

402.1

344.9

287.3

229.7

171.7

（最小）

ｄ１

502.0

448.4

400.6

343.6

286.2

228.8

171.0

（標準値）

ＤＲ

差し口部

450

400

350

300

250

200

150

呼び径

3.941

28.875

23.059

18.051

13.701

9.758

6.572

441.8

394.8

347.6

298.2

250.2

202.0

154.0

＋1.8

＋1.6

＋1.4

＋1.4

＋1.2

＋1.0

＋0.8

13.2

11.8

10.5

9.2

7.8

6.5

5.1

±1.5

±1.3

±1.2

±1.0

±0.9

±0.7

±0.6

470.0

420.0

370.0

318.0

267.0

216.0

165.0

450

400

350

300

250

200

150

（ｋｇ）
質　　量

１ｍ当りの

参　考

内径ｄ許容差最　小

厚　さ　ｔ

許容差基準寸法

外　径　Ｄ

呼び径

注）１．受口部内径 d1 は、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の内径
測定値の平均値とする。

２．ゴム輪の形状は、規定しない。
３．ゴム輪差し口でのゴム輪取付け位置は、管端より第２番目と３番目のリブの間とする。
４．標線位置は、呼び径150の場合は管端より第６番目と第７番目のリブの間、

呼び径200以上の場合は第５番目と第６番目のリブの間とする。
５．接合長さ e は、平均部長さ　Lo （最小）－（1.5 リブ間隔 P ）として算出したものである。

注）１．外径 D とは、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の外径測定値

の平均値をいう。

２．表中１ｍ当りの質量は、密度1.43g／cm　で計算したものである。3

３．本表は、JIS K 6741 の管（呼び径100～450）と同一である。

＜参考図-2＞
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下水道用リブ付硬質塩化ビニル管
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片受け直管（略号ＰＲＰ） 上流用マンホール継手

（略号ＭＲＬ－ＰＲＰ）
（略号ＭＳＡ－ＰＲＰ）

下流用マンホール継手

片受け直管寸法表
上流用マンホール継手

（単位：ｍｍ）

下流用マンホール継手寸法表
（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）

-10
250

350

300

400

450

-10
4000

+40

400

450

300

350

250

200

150

呼び径 Ｌ

+30
4000

呼び径

150

200 -10

-10
500

+40

250

Ｌ

500
+30

（参考）

-10

400

450

300

350

250

500
-10
+40

250

呼び径

150

200

Ｌ

500
+30

（参考）

ＳＳ

標線 ゴム輪

L

砂付け 砂付け

SS

L L

標線 ゴム輪

ゴム輪

+30
1000

+40
1000

-10

-10

MR-PRP MRL-PRP

（略号ＭＲ－ＰＲＰ）

及び副管分岐用マンホール継手

及び副管分岐用マンホール継手寸法表

ゴム輪

＜参考図-3＞
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９０度支管（取付管用）寸法表

副管用９０度支管寸法表

９０度、６０度、４５度自在支管寸法表

リブ45度自在支管（略号45SVRFｰPRP）

リブ60度自在支管（略号60SVRFｰPRP）
90度支管（取付管用）（略号90SVR-PRP）

副管用90度支管（略号VS-PRP）

リブ90度自在支管（略号90SVRFｰPRP）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位:mm）

180
4

5.8
285350-150 83

98
86

89
101

104
450-150
450-200

400-150
400-200

350-200

6.7
285
315

285
315

315

6.5

231

206

Ｚ

73

91
80

76

95

250-150

300-150
300-200

250-200

呼び径

200-150
（最大）

5.0
250

300
315

310

5.5

（最小）
255

Ａ

4.6

Ｂ

129

155

（最小）
ｔ

104

Ｒ

（最小）（最大）（最小） （標準）（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）

855075350-150 71

450-150

450-200 85

80

400-150

400-200

350-200

80

85

80

50
8682

77
93
86

86

50

86

74

79

76

83

90

95

75250-200

300-200

300-150

80

75

250-150

200-150

70
65

888670

86

50

73

68

92

82

50
5065

62

78

75

5.8180
68 285

285
315126

101
231

315

315

28598

123

93

206

6.7

6.5

31093

315

300

93

68
155

255

25068

68

129

104

5.5

4

5.0

4.6

（θ）45度90度呼び径

Z

自在支管

（θ）

Z2

60度

Z1 Z1

Ａ
Z2

Ｒ ｔＢ

170 300300-150

400-200
450-200

350-150
350-200

300-200

211 315
214 315

173
208

205
285
315

315
155

180

231
2066.5

6.7

5.8

5.5 4

（最大）呼び径

250-150
200-150

250-200

Ａ
Ｚ

166
163

201

255
250
310

（最小） Ｒ

129

104

ｔＢ
（最小）

4.6

5.0

ゴム輪 ゴム輪
ゴム輪

Ｏリング

ゴム輪

Ｏリング Ｏリング

ゴム輪

Z
t

A

R

B

Z
t

A

R

B

t

A

A

Ａ

Ａ

R

Z

B

30°

t

A

A
R

B

Z
1

Z2

30°

θ

注）１．呼び径は、「本管呼び径－取付け管呼び径」である。

２．Zの許容差は、±15mmとする。

３．Rは標準値を示すものであり、許容差は規定しない。

４．ゴム輪の形状及びサドルと短管の接合部の詳細は

規定しない。

４．サドルと短管の接合部の詳細は、規定しない。

３．Rは標準値を示すものであり、許容差は規定しない。

２．Zの許容差は、±10mmとする。

注）１．呼び径は、「本管呼び径－取付け管呼び径」である。

注）１．呼び径は、「本管呼び径－取付け管呼び径」である。

２．Rは標準値を示すものであり、許容差は規定しない。

３．ゴム輪の形状及びサドルと短管の接合部の詳細は、規定しない。

＜参考図-4＞
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（単位：ｍｍ） （単位：ｍｍ）

取付管形（自在）取付管形

200

150

218.0

166.0

12669

58 108

200

150

216.9

165.7

14569

58 120

呼び径

接合長さ

ｅ

（最小）

受口内径

呼び径 ｄ1

（最小）

受口長さ

（最大）

受口長さ受口内径 接合長さ

ｅ

（最小）

ｄ1

（最小） （最大）

ゴム輪
ゴム輪

　　

e

d1 d1

　　

e

30
°

注）１．破線で示す形状にすることもできる。

２．ゴム輪の形状及びゴム輪周辺部の形状については、
規定しない。

３．受口内径 d1 は、任意箇所における相互に等間隔な

２方向以上の内径測定値の平均値とする。

注）１．ゴム輪の形状、ゴム周辺部の形状及び摺動部周辺の形状に

ついては、規定しない。

２．受口内径 d1 は、任意箇所における相互に等間隔な２方向以

上の内径測定値の平均値とする。

＜参考図-5＞
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（１００ｍ当たり）

-0

2.7

3.0300

250

-0

-0

+1.2
307.1

+0.8
256.1

100

100

管　厚

(mm)
ｔ

2.4

2.4200

150

呼び径種類

+0.8
205.5

+0.8
-0 155.5

100

100

Ｄ(参考)

外　径

(mm) (mm)

ｈ

33.6

38.2507.1

456.1

900

850

砕石基礎

（ ｍ ）

29.1

24.8

405.5

355.5

800

(750)

(mm)

Ｈ
(mm)

Ｂ
掘削幅

3

注1）φ150mm、φ200mmは原則として使用しない。

砕石基礎

B

H

h
D

h

φD

表示テープ
ゴム輪

受口

表示テープ

差口

表示テープ

砕石基礎

H

h
D

h

＜参考図-6＞
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350

400

450

950557.4 42.9

1000

1050

607.6

657.8 52.6

47.7

100357.4
+1.23.1

100

100

407.6
+1.4

457.8
+1.4

-0

-0
3.5

3.3

-0

注2）基礎形状は砕石を基本とする。

化

ニ

管
ル

ビ

質
塩

硬

下

道
水

リ

付
ブ

用

平成23年7月



本管（リブ付硬質塩化ビニル）－ 取付管（硬質塩化ビニル）

60゜自在支管

30゜曲管
直管

掘
削

幅

　
　

1
3
2
(○

1
5
0
)

1
5
5
(○

2
0
0
)

本管

5750以内

官
民
境
界

ゴム輪

モルタル (1:2)

直管（砂付き）

直管30゜曲管

60゜自在支管

注）雨水桝取付管布設についても上図に準ずる。

＜参考図-7＞
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材 　質

載荷重

ＦＣＤ６００

Ｔ－１４　ｉ＝０．４
雨水浸透桝蓋構造図

Ｂ

ＡＡ

ＣＢ

φ
10

0

模様詳細図

Ｂ－Ｂ断面図

Ａ－Ａ断面図
Ｃ部詳細図

＜参考図-8＞
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横浜市環境創造局

注）蓋裏にメーカー名、製造年、材質を記入する。
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雨水桝蓋（タイプ１用）構造図

Ａ

Ｃ
Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ－Ａ断面図

Ｂ－Ｂ断面図

Ｃ部詳細図

＜参考図-9＞
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特

載荷重

材 　質 ＦＣＤ６００

Ｔ－２０　ｉ＝０．４

凸部

開口部

横浜市環境創造局

注）蓋裏にメーカー名、製造年、材質を記入する。
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雨水桝蓋（タイプ２用）構造図

Ｃ
Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ
Ｂ－Ｂ断面図

Ｃ部詳細図Ａ－Ａ断面図

＜参考図-10＞
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凸部

開口部

注）蓋裏にメーカー名、製造年、材質を記入する。

載荷重

材 　質

Ｔ－２０　ｉ＝０．４

ＦＣＤ６００

平成23年7月



30ﾟ

（取付管接続用φ１５０，φ２００）

ポリウレタン樹脂

（本管接続用φ２００～φ３００）
660

Ｄ
1
  
 Ｌs

Ｄ
Ｔ

Ｔ

Ｄ

T

T

Ｄ

Ｔ
Ｄ

Ｔ

1000，1500

Ｄ
1

Ｌs

Ｌs

ソケット詳細図
直　　 管

Ｔ

Ｔ
s

　Ｌs

Ａ型圧縮ジョイント詳細図

Ｈ
Ｇ Ｂ

Ａ

Ｅ Ｆ

Ｃ

９０度曲陶管（副管用）

φ１５０mm，２００mm（長曲管）３０度曲陶管 φ２５０mm，３００mm（短曲管）

Ｂ型圧縮ジョイント詳細図

ＴＤ

Ｌ
s

　
Ｌ

　
Ｌ

90
°

Ｌ
1

90°

Ｌ2

Ｄ
Ｔ

90°

　
Ｌ

Ｌ
s

　Ｌ

Ｌ

Ｄ
Ｔ

Ｇ
Ｈ

Ｂ

Ａ

Ｔ
s

T
s

Ｌs１
２

２

１Ｌs

Ｔ
s

Ｔ
s

２
１

２１

２
１

２１

２
１

　
Ｋ

（略号 S ）

（略号 SM3 ）
（略号 SMＬ ） （略号 SM9 ）

本管接続用で、受口の内側と

差入れ口の外側に固着加工
したもの

固着加工したもの
取付管接続用で、受口の内側に

＜参考図-11＞
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横浜市環境創造局

（ＪＳＷＡＳ　Ｒ－２）
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（単位：mm）

500,±15 角度３０度 19,+3,-0150,±4φ150

300,±11

300,±11

φ200曲

曲陶管

φ300曲

φ250短

曲陶管

９０度
φ150長

φ200

200,±6

710,±25

650,±20

300,±8

250,±7

500,±15

150,±5

200,±5

75±5

70±5

65±5

60±5

65±5

60±5

23,+3,-0400,±20

29,+4,-0

26,+4,-0

400,±20 19,+3,-0

23,+3,-0

22±3280±13

400±18

340±15

28±3

25±3

280±13

215±10

215±10

22±3

18±2

18±2

角度

90±5度

30±5度

25

52

35

20

17

11

有      効      長

660,+14,- 7200,±5φ200

φ300

φ250

φ300

φ200

直  陶  管
φ250

φ200

1000,+20,-10300,±7

1500,+30,-15

1500,+30,-15

1500,+30,-15

250,±6

300,±7

200,±5

1000,+20,-10

1000,+20,-10

250,±6

200,±5

呼び径種    類

φ150

内  径

660,+14,- 7150,±4

Ｄ Ｌ

75±5

70±5

65±5

75±5

70±5

65±5

65±5

60±5

Ｌs

受口深さ

23,+2,-0

29,+3,-0

26,+3,-0

29,+3,-0

23,+2,-0

26,+3,-0

23,+2,-0

28±3400±18

340±15

400±18

280±13

25±3

28±3

22±3

280±13

340±15

280±13

22±3

25±3

22±3

管  厚

Ｌ2Ｌ1

19,+2,-0

Ｔ

受口厚さ受口内径

215±10

Ｄ1

18±2

Ｔs

34(3470)以上

32(3270)以上

30(3060)以上

34(3470)以上

32(3270)以上

30(3060)以上

30(3060)以上

４ 以下

（mm/m）

反り

75

80

107

55

38

54

27

28(2860)以上

外圧強さ（mm/ｍ）

 又は角度

 反り

質量

17

（kg）

受  　口 　 部

300

250

367373

311317

20

管の呼び径 内  径

Ａ Ｂ Ｇ

す  き

376

25 3

320

35 25

Ｋ

突起部幅

Ｈ

利き幅

Ｃ

外  径 利き幅

Ｅ Ｆ

全　幅

差 し 口 部

1231

200 256 220

150 198 165

管の呼び径 内    径

Ａ Ｂ Ｇ

す  き

Ｆ

利き幅

＜参考図-12＞
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横浜市環境創造局

（直陶管，30度曲陶管，90度曲陶管）

（単位 : mm） （単位 : mm）
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S

（副管用）
９０度枝付管（ソケットなし） ６０度枝付管 管の受口部断面

Ｄｔ ｔ

Ｌ

Ｂ
　　

ｄ
ｔ

Ｌ
s

Ｌ
s

Ｌ

Ｔ
Ｄ

Ｂ

60° ｄ

ｔ

　　

Ｄs Ｈ

Ｔs

ｈ
ｄ

s

Ｔ

種　類

枝付陶管

６０度

（副管用）

枝付陶管

９０度

300－150

250－200

300－200

300－200
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＜参考図-13＞

記

項

事

特

横浜市環境創造局

（ＪＳＷＡＳ　Ｒ－２）

下水道用陶管規格図（２）
本管にはＡ型圧縮ジョイント、取付管にはＢ型圧縮ジョイントが用いられる。
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短　　 管
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＜参考図-14＞
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(内径200mm～300mm)
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＜参考図-15＞
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下水道用陶管布設寸法

(内径200mm～300mm)

  （単位：mm）

（１００ｍ当り）
（単位：m ）3

注）  ３６０゜コンクリート基礎の高さは､１８０゜コンクリート基礎のｄ′の２倍とする｡

ｄ′

 150

 130

 110

コ  ン  ク  リ  ー  ト  基  礎

９０゜

  23   50 200 1000

1000

1000

 300

 250

  60  29

  26   60

ＬＤ ｄｔ

 308 508  80  71  121

 636 110  87

 100  84  572

 436  147

 372  144

Ｂｄ′ｈ ＨＢ′

長さ内径 厚さ

９０゜１８０゜１２０゜

 560 180 308  121 508

 144

 147 436 636

 572  372

 680 240

 210  620

Ｂ′Ｂ Ｂｄ′Ｈ

 308   71 121 360   80

 480  147  110

 144 420  100

  87 436

 372   84

ＨＢ′ ｄ ＨＢ

砕石基礎

3.7

4.1

  ２） φ２００ｍｍは、原則として使用しない。

注１） ３６０゜コンクリート基礎の数量は､ １８０゜コンクリート基礎数量の２倍とする｡
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3.4 3.4
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＜参考図-16＞
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ソケット形９０度短支管

（単位：mm）

角 度Ｒ種類

２．適用される本管の呼径がφ１１００以上のものについては、種類Ｅを使用する。

１．９０度短支管（陶製）は、本管が鉄筋コンクリート管及び陶管（穿孔の場合）に使用する。

60±4
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600 ～1000

350 ～ 400
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Ｄ
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Ｌ
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270
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S Ｗ

130
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差入長適用される 内径 有効長 台座幅呼
び
径

（略号SSSA～SSSE）

Ｔ

厚さ
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＋3

0

023＋3

＋319 0
＋323 0
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19 0
＋3

0

＋323 0
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＜参考図-17＞
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Ｅ型圧縮ジョイント部詳細図

Ｅ型ジョイント

Ｂ型ジョイント
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Ｅ
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Ｋ
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＜参考図-18＞
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９０度短支管（陶製）構造図
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断面図（１） 断面図（２）

ＡＡ

クラッシャラン
(C-40)
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副管補強コンクリート
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ｈ
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副管補強コンクリート
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流入管インバート
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～
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～
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10～20％

Ｄ1

ｈ
3

 ｈ3 は５cmの段差を確保する。但し、段差が５cm以上確保できる場合は、副管管頂とインバート天端を一致させる。

＜参考図-19＞
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断面図（１） 断面図（２）
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 ｈ3 は５cmの段差を確保する。但し、段差が５cm以上確保できる場合は、副管管頂とインバート天端を一致させる。

クラッシャラン(C-40)

＜参考図-20＞
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人孔副管[陶管]構造図（2）
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人孔副管[陶管]構造図（３）
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（１箇所当り）

φ６００以上

φ４００～φ５００

φ２００以下

φ２５０～φ３５０

300

250

200

150

副管径ｄ本　管　の　内　径

555

500

425

400

ｈ2副管径ｄ

300

275

250

200

ｂ

550

500

450

400

Ｂ′

550

500

450

400

Ｂ

300

250

200

150

クラッシャラン(C-40) (m )

(18-8)

直管部 ｈ1 （1.0ｍ当り）

曲管部 ｈ2

直管部 ｈ1 （1.0ｍ当り）

曲管部 ｈ2

種　　　　　　　　　　別

2型　　枠　　（ｍ ）

コンクリート（ｍ ）3

3

1.65

1.25

0.20

0.17

0.03

1.50

1.05

0.18

0.13

0.03

1.35

0.84

0.15

0.10

0.02

1.20

0.71

0.13

0.08

0.02

300250200150

陶　　　管

副　　管　　管　　種

記

項

事

特

横浜市環境創造局平成23年7月

＜参考図-21＞



下水道管埋設明示方式（陶管）

実物デザイン明示デザイン

陶管

明示ラベル

１本につきラベル１枚

貼り付ける｡

ラベル

長さ 15cm
巾 7.5cm

の 寸 法
ﾃｰﾌﾟ及びﾗﾍﾞﾙ

陶    管

明 示 対 象 物

塩化ビニル

材  質

横浜市下水道

名称管理者

文字  白
地色  茶

色

西暦年４桁

埋 設 年

 ３) コンクリート造の堅固な構造物で

 ２) 外径0.08ｍ未満の管及び管路｡

但し明示対象物として次のものは除く｡

 １) 各戸引込管｡

     外径上管理者が明らかなもの｡
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雨水桝取付管布設についても上図に準ずる。
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取付管布設図（陶管）
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平成２２年４月時点で製造なし。
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角型組立人孔構造図
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平成２２年４月時点で製造なし。
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角型組立人孔構造図
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平成２２年４月時点で製造なし。

＜参考図-26＞



材　質

載荷重 Ｔ－20　ｉ＝0.4

蓋FCD700 受枠FCD600 人孔ダクタイル密閉蓋構造図
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＜参考図-27＞
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（φ600mm,1.5kg/cm 対応）2

(1.5kgf／cm )

質　量

内　圧

137.9kg

147.1kPa
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φ900

凸
凹

60°

φ46

模様詳細
※中心振分けとする。

バ－ル穴部詳細 手持Ｕ字ボルト詳細（SUS304）

受枠・蓋部詳細 押え板詳細（SUS304）

　断  面　

浮上り防止金具詳細（FCD600）

固定部詳細

ゴムパッキン詳細（合成ゴム） インサ－ト用ゴムパッキン詳細（合成ゴム）

　平  面　

φ9

8°

8°

12
0°

120°

６０°毎６ケ所
基礎ボルト取付穴

フランジリブ取付
１２０°毎３ケ所

φ879.4

＜参考図-28＞
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147.1kPa

蓋FCD700 受枠FCD600

Ｔ－20　ｉ＝0.4載荷重

内　圧

質　量

材　質

(1.5kgf／cm )

272.3kg

人孔ダクタイル密閉蓋構造図

（φ900mm,1.5kg/cm 対応）2
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アンカーボルト取付位置

＜参考図-29＞
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